
○
申
し
込
み
・
手
続
き

　

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
の
窓
口
で
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。取
扱
い
金
融
機
関
は
、

納
付
書
の
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融
機

関
で
す
。金
融
機
関
窓
口
へ
、預
金
通
帳
、通
帳

の
届
出
印
、納
税
通
知
書
を
お
持
ち
に
な
っ

て
、口
座
振
替
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、役
場
町
民
窓
口
課
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド（
※
）を
お
持
ち
い
た
だ
く
だ
け
で
、口
座

振
替
の
申
し
込
み
手
続
き
を
行
え
る
サ
ー
ビ

ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。役
場

に
お
越
し
の
際
、お
気
軽
に

口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

※
山
梨
中
央
銀
行
、甲
府
信
用
金
庫
、山
梨
信
用
金

庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、山
梨
み
ら
い
農
協
の
普
通
預
金

（
総
合
口
座
）の
キ
ャッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
限
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
の
国

民
健
康
保
険
税
を
主
な
財
源
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
決
算
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
の
収
支
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

国民健康保険
加入世帯 2,432世帯
被保険者 3,898人

令和２年8月末現在

No.１０６

国
民
健
康
保
険 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

被
保
険
者
の
皆
様
へ

国
民
健
康
保
険
の
主
な
収
支

(

令
和
元
年
度
決
算)

国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課
☎275-8264

　

保
険
税
は
、納
付
書（
振
込
用
紙
）に
よ
る
納
付
の
ほ
か
、口
座
振
替
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。口
座
振

替
で
は
、毎
月
月
末
に
金
融
機
関
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
た
め
、納
め
忘
れ
が
な
く
、銀
行

等
に
出
向
く
手
間
が
省
け
て
便
利
で
す
。ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

①	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
主

た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
し
、
又
は
重
篤
な

傷
病
を
負
っ
た
世
帯
の
方

⇨
保
険
税（
料
）を
全
額
免
除

②	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少
（
※
）

が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
方

⇨
保
険
税（
料
）の
一
部
を
減
額

（
※
）収
入
減
少
に
は
具
体
的
な
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
が
減
免
の
対
象
と
な
る
か
、
申
請
に

必
要
な
書
類
等
の
詳
細
に
つ
い
て
不
明
な
点
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
町
民
窓
口
課
国
保
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
減
免
の
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昭
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　国民健康保険の収入は、国民健康保険に加入している
皆さまから納めていただく国民健康保険税をはじめ、県
から負担金、一般会計からの繰入金、その他納付金・返
納金等となっています。

繰入金
6.8%

1億2723万円

保険税
23.9%

4億4386万円

その他
7.1%

1億3186万円

国・県支出金
62.2%

11億5643万円

18億5938万円
収入

　国民健康保険の支出は、国民健康保険に加入している皆さまが病院などに
かかった時の医療費の保険者負担金（本人負担３割の場合は７割、２割の場合
は８割）である医療給付費が主な支出となります。
　また、県へ納める事業費納付金、特定健診、特定保健指導を実施するための
経費、国・県への返還金等となっています。

　

医
療
費
は
、医
療
技
術
の
進
歩
、加
入
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
大
切
な
国
民
健
康
保
険
を
続
け
て
い
く
た
め
、一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
に
関
心
を
持

ち
、医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
い
く
つ
も
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
の
は

や
め
ま
し
ょ
う

　

同
じ
検
査
や
診
察
の
繰
り
返
し
は
、身
体
の

負
担
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、医
療
費
の
無
駄

に
も
な
り
ま
す
。重
複
し
て
い
く
つ
も
の
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
の
で
は
な
く
、信
頼
の
お
け

る
主
治
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、こ
れ
ま
で
使
わ

れ
て
き
た
お
薬（
新
薬
）の
特
許
が
切
れ
た
後

に
、有
効
性
・
安
全
性
が
同
等
の
も
の
と
し
て

製
造
販
売
さ
れ
る
低
価

格
の
お
薬
で
す
。ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
選
択

は
、自
己
負
担
の
軽
減
だ

け
で
な
く
、医
療
費
全
体

の
抑
制
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。医
師
や
薬
剤
師
と
相
談
し
、ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
が
可
能
な
場
合
に
は
積

極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）で
保
険

証
を
使
え
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す

　

柔
道
整
復
師（
整
骨
院
・
接
骨
院
）に
か
か

る
時
は
、健
康
保
険
が
使
え
る
範
囲
が
限
定
さ

れ
て
い
て
、対
象
と
な
る
の
は
、急
性
な
ど
の

外
傷
性
の
打
撲
・
捻
挫（
肉
離
れ
等
）・
骨
折
・

脱
臼
だ
け
で
す
。日
常
的
な
疲
労
か
ら
く
る
肩

こ
り
や
腰
痛
、ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
筋
肉
疲
労
、

病
気（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
五
十
肩
・
関
節
炎
・

ヘ
ル
ニ
ア
等
）か
ら
く
る
痛
み
や
こ
り
、症
状

の
改
善
が
見
ら
れ
な
い
長
期
の
治
療
な
ど
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。柔
道
整
復
師
に
か
か
る

時
に
は
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ

う
。

　

交
通
事
故
を
は
じ
め
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
な
ど
を
し
た
場
合
に
も
、
国
保

で
治
療
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
本
来
、治
療
費
は
第
三
者（
加
害
者
）が
支
払
う
も
の
で
す
が
、

一
時
的
に
国
保
が
立
替
え
払
い
を
し
て
、
あ
と
か
ら
国
保
が
第
三
者
側
（
加
害
者
・
保
険

会
社
）
に
費
用
の
請
求
を
し
ま
す
。
示
談
の
前
に
必
ず
国
保
に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
な
ど
に
あ
っ
た
時
に
は
必
ず
届
出
を
！

※	

国
民
健
康
保
険
税
は
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
コ
ン
ビ
ニ
）で
も
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。利
用
で
き
る
店
舗
は
納
付
書
の
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、納
付
書
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
場
合

や
、破
損
・
汚
れ
等
で
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
場
合
、金
額
の
訂
正
が
あ

っ
た
場
合
、納
入
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
場
合
、納
付
金
額
が
30
万
円
を
超
え
て
い

る
場
合
は
コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

保険給付費
62.4%

11億4115万円

その他
6.4%

1億1620万円

18億2664万円
支出事業費納付金

31.2%
5億6929万円

国民健康保険の主な収入国民健康保険の主な支出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
次
の
要
件
を
満
た
す

方
は
、
保
険
税
（
料
）
が
減
免
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
（
料
）
の
減
免
の
対
象
と
な
る
方

◦
交
通
事
故（
自
損
事
故
を
含
む
）

◦
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
噛
ま
れ
た

◦
飲
食
店
で
食
中
毒
に
な
っ
た  

な
ど

◦
不
当
な
暴
力
や
傷
害
行
為
を
受
け
て
ケ
ガ
を
し
た

◦
自
転
車
同
士
や
自
転
車
と
歩
行
者
に
よ
る
事
故
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軽度生活援助事業

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
町
か
ら
委
託
を
受
け
、
結
婚
相
談
所

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
町
か
ら
推
薦
を
受
け
た
相
談
員
が
、
結
婚

を
望
む
方
に
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
と
共
に
、
結
婚
相
手
の
紹
介

や
、
結
婚
に
つ
い
て
の
相
談
を
無
料
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
登
録
制
と
な
っ
て
お
り
、
登
録
者
は
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

対 

象 

者	

県
内
在
住
で
男
性
50
歳
ま
で
、
女
性
45
歳
ま
で
の
独
身

の
方
（
初
婚
・
再
婚
不
問
）

 

相 

談 

日	

毎
月
第
２・４
土
曜
日 

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時（
予
約
制
）

※	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
相

談
日
は
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。

	

ま
た
、
水
曜
日
夜
間
に
開
催
し
て
い
た
相
談
日

は
、
し
ば
ら
く
の
間
休
止
し
ま
す
。

	

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
結
婚
相
談
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
町
社

会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

本
年
も
、
厚
生
労
働
大
臣
の
告
示
に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら

全
国
一
斉
に
「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
。」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
募
金
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
貴
重
な
募
金
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
、
ひ
と

り
親
団
体
の
活
動
支
援
な
ど
、
町
内
の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
充
実
・
向
上
の
た
め
、
本
年
も
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
梨
県
共
同
募
金
会　

昭
和
町
分
会

令和元年度共同募金配分事業の一部をご紹介します

　町社会福祉協議会では町から委託を受け、高齢者の
生活支援として軽度生活援助事業を実施しております。
　軽度生活援助事業は、一人暮らし高齢者の方や高齢
者夫婦等に対して、ヘルパーを派遣し、必要とする日
常生活上の軽度の支援を行うことで、
自立した生活が継続できるようにす
るとともに要介護状態への進行を防
止することを目的とした事業です。
  対 象 者	 一人暮らし高齢者の世帯または高齢者のみ

の世帯
  支援内容	 軽易な自宅内の清掃、食材の買い物等
 利用回数	 原則週１回１時間
 利 用 料 	 １時間２００円
 利用申請	 町役場福祉課の窓口にて、軽度生活援助事

業利用申請書をご提出ください。

 10月の予定 （日程等は変更・中止になる場合がございます）
10月 1日、7日、   
22日、29日

健康体操教室（運動指導事業）
※事前申し込み制

10月16日(金) 福祉ゲートボール大会
※事前申し込み制

10月23日(金) 福祉ペタンク大会
※事前申し込み制

町結婚相談所登録者募集

竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その190国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

年
金
関
係
お
問
い
合
わ
せ
先
の
ご
案
内

　

年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
や
相
談
は
、役
場

町
民
窓
口
課
や
竜
王
年
金
事
務
所
で
も
承
っ
て
い
ま
す

が
、日
中
お
仕
事
等
で
忙
し
く
、夜
間
や
休
日
し
か
時
間

が
な
い
場
合
に
は
、是
非
、こ
ち

ら
の
番
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

年
金
事
務
所
で
は
、年
金
に
つ
い
て
の
質
問
や
各
種

申
請
が
で
き
ま
す
。年
金
手
帳
の
再
交
付
や
納
付
書
の

発
行
は
即
日
で
き
ま
す
。（
免
許
証
等
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
）昭
和
町
を
担
当
す
る
年
金
事
務
所
は
、竜
王
年

金
事
務
所
に
な
り
ま
す
。

住
所　
甲
斐
市
名
取
３
４
７
‐
３

　
　
　
中
央
線
竜
王
駅
か
ら
徒
歩
12
分　

　
　
　
山
交
バ
ス
名
取
停
留
所
か
ら
徒
歩
３
分

　

厚
生
労
働
省
は
、公
的
年
金
及
び
私
的
年
金
の

制
度
や
手
続
き
に
つ
い
て
、関
係
機
関
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
等
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
を
誰
で
も
容
易

に
探
せ
る
よ
う
、「
年
金
ポ
ー
タ
ル
」を
開
設
し

ま
し
た
。 

　

年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
、知
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ま
ず
は

こ
の「
年
金
ポ
ー
タ
ル
」に
ア
ク

セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、
年
金
関
係
の
お
問
い
合
わ
せ

先
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

※	

右
記
の
番
号
を
ご
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳

等
、
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
物
が
あ
る

と
便
利
で
す
。

  

夜
間
に
休
日
…
知
っ
て
い
て
便
利
な

年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
先

年
金
事
務
所
は
ど
こ
に
あ
る
？

年
金
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て

●一般の年金相談は…
ねんきんダイヤル

０５７０－０５－１１６５
	 月曜日（祝日の場合は翌日以降の最初の平日）
　　　　　　　　　　　　　　 午前８時半～午後７時
	 火～金曜日	 午前８時半～午後５時１５分
	 第２土曜日	 午前９時半～午後４時 

※祝日・年末年始はご利用できません。

●年金定期便・ねんきんネットのお問い合わせは…
年金定期便専用ダイヤル
０５７０－０５８－５５５

	 月曜日（祝日の場合は翌日以降の最初の平日）
　　　　　　　　　　　　　　 午前８時半～午後７時
	 火～金曜日	 午前８時半～午後５時15分
	 第２土曜日	 午前９時半～午後４時 

※祝日・年末年始はご利用できません。

竜王年金事務所案内図

「高齢者の引きこもり防止や
 介護予防事業のために」

　町内12地区にて地域ボランティ
アの皆さんが運営しているいきい
きふれあいサロンの活動に助成し
ました。

「小中学生に福祉・ボランティアに
 ついて理解を深めていただくために」

 町内の小中学生を対象とした福
祉標語・福祉ポスター募集事業を
実施しました。

地域における防災・減災のために

災害ボランティアセンター立ち上
げ訓練の備品として発電機、折り
たたみリヤカー、メガホンを購入し
ました。（写真は発電機）

町結婚相談所事務局 ☎２７５‐１８８１

　例年、10 月に開催しておりました「親子ふれあいマ
ス釣り大会」は、新型コロナウイルス感染症が拡大し
ている状況を受け、参加者の皆様の健康を第一
に考慮した結果、中止といたしました。
　開催を楽しみにしていただいていた皆様に
は、大変申し訳ございませんが、ご理解賜りま
すようお願い申し上げます。

親子ふれあいマス釣り大会の中止のお知らせ

▲

年金ポータルサイト
URL：　https://www.mhlw.go.jp/nenkinportal/
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No.161
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

こんにちは!愛育会です!

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
出
前
授
業

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
　
福
田 

聖
子
（
築
地
新
居
区
）

No.192

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　警察では、地域から犯罪をなくし、安全で
安心して暮らせる地域社会をつくるため、
　毎年10月11日から同月20日までの

10日間を「全国地域安全運動」期間
と定め、県や市町村、防犯ボランティア団
体、防犯協会等の関係機関・団体と連携
を図りながら、犯罪の予防活動を展開し
ています。
　県内では、この期間中
　 「みんなで築こう
　　　　　　　安全・安心

  やまなしけん」
をスローガンに、子どもと女性の犯罪被
害防止、電話詐欺の被害防止に重点をお
いた運動を行います。
　地域から犯罪をなくし、安全で安心し
て暮らせる地域社
会の実現のため、
ご協力をお願いし
ます。

○県内で多発している電話詐欺の手口
　・	詐欺グループが金融機関職員、警察官などになりすまし、「キャッシュカード

が不正に使われている」「事件のため、キャッシュカードを一旦預かる必要が
ある」などと電話をかけ、言葉巧みにキャッシュカードの暗証番号を聞き出
し、その後、短時間のうちに高齢者宅を訪れ、キャッシュカードをだまし取る
手口が多発しています。

　・	また、家族（子どもや孫等）になりすまし、「カバンをなくしてしまった。カバン
の中に小切手が入っていた。小切手の代わりにすぐに現金が必要になった。」
などと電話をかけ、現金をだまし取る手口も多く発生しています。

○被害防止のために知っておいていただきたいこと
　・電話詐欺の被害に遭わないために重要なことは、家族の絆です。
　・	子どもや孫世代に当たる方は、普段からお父さん（おじいちゃん）、お母さん
（おばあちゃん）と頻繁に連絡をとるなどして、被害に遭わないように注意し
てあげてください。

　・	被害に遭わずに済んだ人の多くは、詐欺の電話を見破った
理由を「本物の息子（孫）の声や話し方と違った。」「家族に
すぐ相談した。」などと話しています。

　・	普段から家族間で連絡を取ることで、詐欺グループからの電話内容の不自然
さに気付き、少しでも不審に感じた時に家族へ相談できれば、電話詐欺の被害
には遭いません。

　・	電話で、キャッシュカード、暗証番号の話が出たら詐欺です。すぐに電話を
切って110番通報してください。

全国地域安全運動の実施
電話詐欺の被害防止

〜電話でお金・キャッシュカードの話は詐欺を疑って〜

　
10
年
前
、
町
内
Ａ
小
学
校
勤
務
だ
っ
た

筆
者
は
、
一
年
生
た
ち
が
た
び
た
び
「
女

（
男
）
の
く
せ
に
～
だ
」
と
口
に
す
る
の
を

聞
き
、
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
男
の
く

せ
に
」
泣
く
・
外
遊
び
を
し
な
い
・
運
動
が

下
手
、「
女
の
く
せ
に
」
い
ば
る
・
乱
暴
な

言
葉
・
よ
く
食
べ
る
・
忘
れ
物
が
多
い
、

と
い
っ
た
内
容
で
す
。
他
に
も
、
男
は
黒

や
青
を
、
女
は
赤
や
ピ
ン
ク
を
と
い
う
よ

う
に
、
個
性
を
性
別
に
結
び
付
け
よ
う
と

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
推
進
委
員
会
は
、「
性

別
に
関
係
な
く
、
人
と
し
て
言
っ
た
り
や
っ

た
り
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
、
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
」
や
、「
性

別
に
関
係
な
く
、
人
は
意
欲
に
応
じ
て
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
活
躍
で
き
る
こ
と
」
を
伝

え
る
内
容
の
出
前
授
業
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
小
学
校
二
年
生
を
対
象
に
、
大

型
紙
芝
居
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ど
で
、

架
空
の
登
場
人
物
へ
の
意
見
を
述
べ
た
り
、

励
ま
し
を
し
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
は
ど

う
し
て
い
き
た
い
か
を
考
え
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
男
だ
か
ら
～
と
か
、
女
だ
か
ら

～
と
言
わ
れ
て
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る

な
ど
の
本
音
も
飛
び
出
し
、
相
互
に
共
感
が

生
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
互
い
に
尊
重
し
、
思

い
や
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　
様
々
な
職
業
で
働
い
て
い
る
人
の
紹
介

も
し
て
い
ま
す
。
性
別
で
職
業
を
固
定
し

な
く
て
も
良
い
こ
と
に
気
づ
く
と
、
子
ど

も
た
ち
は
自
分
の
夢
を
語
り
だ
し
た
り
、

友
達
の
夢
を
応
援
し
た
り
す
る
な
ど
、
性

別
に
と
ら
わ
れ
ず
に
考
え
行
動
し
よ
う
と

し
て
き
ま
す
。

　
現
在
、
性
別
役
割
の
発
言
は
ほ
と
ん
ど

耳
に
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
洋
服
も
自
分

の
好
き
な
色
を
堂
々
と
着
て
い
ま
す
。
性

別
に
関
係
な
く
男
女
力
を
合
わ
せ
て
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
が

当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
児
童
に
浸
透
し

て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

神
経
内
科
再
発
見
！

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　
神
経
内
科　
学
部
内
講
師　
長
坂 

高
村

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

　

今
年
は
、長
梅
雨
、猛
暑
に

新
型
コ
ロ
ナ
と
心
身
と
も
に

負
担
の
大
き
い
日
々
が
続
い

て
い
ま
す
が
、い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。こ
う
い

う
時
だ
か
ら
こ
そ
、体
調
管

理
と
共
に
、新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
り
、身
の
回
り
の
再
発
見
な
ど
、脳
や
神
経

系
を
健
や
か
に

保
つ
良
い
機
会

と
し
た
い
も
の

で
す
ね
。

Q
.
神
経
内
科
は
ど
ん
な
科
で
す
か
？

A
.
感
じ
考
え
動
く
に
は
体
の
い
ろ
い
ろ
な

部
分
が
連
携
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
熱
い
も

の
に
触
れ
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。ま
ず
、手
の
皮
膚
か
ら
熱
い
と
い
う
感
覚

が
、末
梢
神
経
か
ら
脊
髄
、脳
へ
と
瞬
時
に
伝

わ
り
、次
に
脳
か
ら
、脊
髄
、末
梢
神
経
、筋
肉

へ
と
指
令
が
伝
わ
っ
て
手
を
引
っ
込
め
ま

す
。そ
の
後
は
、そ
れ
を
記
憶
し
て
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
考
え
ま
す
。こ
の

反
応
全
体
に
関
わ
る
の
が
神
経
系
で
、そ
の

不
調
を
み
る
の
が
神
経
内
科
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。神
経
と
聞
く
と
、「
神
経
を
使
う
」

「
神
経
質
」な
ど
、気
持
ち
の
面
を
表
現
す
る

言
葉
を
連
想
し
ま
す
が
、精
神
面
は「
精
神

科
」、「
精
神
神
経
科
」、「
神
経
科
」が
対
応

し
ま
す
。紛
ら
わ
し
い
た
め
、最
近
で
は「
神

経
内
科
」と
い
う
看
板
に
加
え
、「
脳
神
経
内

科
」と
い
う
名
称
も
学
会
推
奨
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

Q
. 

ど
ん
な
病
気
が
あ
る
の
で
す
か
？

A
.
脳
梗
塞
、脳
出
血
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、

認
知
症（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
）、片
頭

痛
、髄
膜
炎
な
ど
が
代
表
的
な
疾
患
で
す
が
、

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
A
L
S
）、脊
髄
小

脳
変
性
症
、多
系
統
萎
縮
症
、多
発
性
硬
化
症

な
ど
の
脳
、脊
髄
疾
患
や
、ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症

候
群
な
ど
の
末
梢
神
経
疾
患
、筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
、筋
炎
、重
症
筋
無
力
症
な
ど
の
筋
疾

患
と
様
々
な
病
気
が
あ
り
ま
す
。

Q
.
ど
ん
な
症
状
が
関
係
あ
り
ま
す
か
？

A
.
頭
痛
、め
ま
い
、ふ
ら
つ
き
、物
忘
れ
、力

が
入
ら
な
い
、筋
肉
の
や
せ（
筋
萎
縮
）、歩
き

に
く
い
、動
作
が
遅
く
な
る
、手
足
や
体
の
し

び
れ
、物
が
二
重
に
見
え
る
、目
が
閉
じ
る
、

し
ゃ
べ
り
に
く
い
、飲
み
込
み
に
く
い
な
ど

の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
は
急
に
起

き
る
こ
と
も
あ
れ
ば
ゆ
っ
く
り
進
む
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

Q
.
神
経
系
に
い
い
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

A
.
読
み
書
き
や
運
動
を
毎
日
続
け
た
り
、

楽
し
い
こ
と
や
新
し
い
こ
と
を
積
極
的
に
行

い
、睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
神
経
系
を

健
や
か
に
保
つ
秘
訣
で
す
。ま
た
、高
血
圧
、糖

尿
病
、高
脂
血
症
な
ど
持
病
が
あ
る
場
合
は

適
切
に
治
療
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

神
経
系
の
病
気
や
症
状
は
分
か
り
に
く
い

も
の
が
多
い
で
す
が
、気
に
な
る
症
状
が
あ

っ
た
時
は
、か
か
り
つ
け
医
や
地
区
の
保
健

師
な
ど
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 9月1日の正副班長会議で、恩賜財団母子愛育会の成
り立ちや、全国でも「愛育の母」と慕われている旧白根
町源村の矢崎きみよ氏の功績を称えるDVDを鑑賞し、
愛育会の活動の意味と歴史を学びました。また、保健
師さんから現在の昭和町の年代別の人口や、特徴、愛
育会は健康づくりの支援であることをお話しいただ
きました。
　出席者からは「愛育会がこんなに深いものだと知り
ませんでした」「何をしたらいいのか不安でしたが、
愛育会の活動を知って、近所の声かけや見守りなど、
小さなことが愛育の活動だと思いました」「町に住
む方々の健康づく
りや高齢者へのサ
ポートなど、支えあ
いの気持ちを持っ
て活動しようと思
いました」などの感
想がありました。

正副班長会議でリーダー研修を行いました季節の変わり目です！
手洗いとうがいで感染予防を！

　朝晩はめっきり涼しくなり、体調を崩しやすい季節の変
わり目になりました。
　風邪やコロナウイルス・インフルエンザの感染症予防
には、手洗いやうがいが欠かせません。手の甲や指の間も
しっかりと、「ハッピーバースデー」の歌を2回歌いなが
ら手洗いをしてみましょう。
★石けんやハンドソープで10秒もみ洗いし、流水で15秒すすぐ    
　と、1万分の1にウイルスの数が減らせるそうです。

高齢者の方
10月からインフルエンザ予防注射を受けることが
できます。65歳以上の方は町から助成があります。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
に
伴
う
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
支
給
事
業
で
す
が
一

般
の
方
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
支
給
が
完

了
し
て
お
り
ま
す
。
公
務
員
の
方
に

つ
い
て
も
申
請
書
を
提
出
さ
れ
た
方

に
順
次
支
給
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
申
請
書
提
出
の
締
切
が
10
月
30

日
（
金
）
と
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

だ
の
方
は
お
早
め
に
提
出
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

対
象
者

　
　

令
和
２
年
４
月
分
の
児
童
手

当
（
本
則
給
付
）
の
支
給
を
受
け

て
い
る
公
務
員
の
方
。（
３
月
分

ま
で
支
給
を
受
け
て
い
た
方
も
一

部
対
象
に
な
り
ま
す
。）
※
特
例

給
付
（
児
童
お
一
人
あ
た
り
月
額

５
０
０
０
円
）
の
支
給
を
受
け
て

い
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
児
童

①
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
児
童

②
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で
昭
和
町

に
居
住
し
て
い
た
児
童
③
令
和
２

年
２
月
29
日
ま
で
昭
和
町
に
居
住

し
て
い
た
新
高
校
１
年
生
。

申
請
方
法

　
　
勤
務
先
か
ら
申
請
書
が
配
布
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
勤

務
先
の
証
明
を
受
け
必
要
事
項
を

記
入
後
、
役
場
児
童
手
当
担
当
に

ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
窓

口
ど
ち
ら
で
も
可
）

給
付
金
額　
対
象
の
子
ど
も
一
人
に

つ
き
１
万
円

問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
国
保
年
金
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
求
職
者
支
援
制
度
は
、
雇
用
保
険

を
受
給
で
き
な
い
方
な
ど
を
支
援
す

る
国
の
制
度
で
、 

職
業
訓
練
を
受
講

し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
早
期

就
職
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
ま
で
働
い
た
経
験
が
少
な
か
っ

た
り
、
退
職
後
の
ブ
ラ
ン
ク
が
長
く

て
自
信
が
な
い
方
、 

不
安
な
方
、
知

識
と
技
能
を
更
に
深
め
て
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
方
な
ど
、
ま
ず

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
訓
練
期
間
中
の
生
活
に
不
安

が
あ
る
方
に
は
、
一
定
要
件
を
満
た

す
場
合
、
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
11
月
開
講
コ
ー
ス
〉

〇
マ
ル
チ
Ｉ
o
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
科

　
訓
練
期
間　
11
月
16
日
～

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
４
月
15
日

　
募
集
締
切　
10
月
21
日

〇
マ
ル
チ
Ｄ
Ｔ
Ｐ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
科

　
（
託
児
）

　
訓
練
期
間　
11
月
25
日
～

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
３
月
24
日

　
募
集
締
切　
10
月
29
日

〇
基
本
か
ら
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
実
務
科

　
訓
練
期
間　
11
月
27
日
～

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
２
月
26
日

　
募
集
締
切　
11
月
２
日

〈
12
月
開
講
コ
ー
ス
〉

〇
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
活
用
科

　
訓
練
期
間　
12
月
７
日
～

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
３
月
６
日

　
募
集
締
切　
11
月
11
日

〇
マ
ル
チ
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
企
画
科

　
訓
練
期
間　
12
月
25
日
～

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
４
月
23
日

　
募
集
締
切　
12
月
２
日

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
任

意
検
定
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府

　
（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）［
45
＃
］

日
時　
11
月
16
日（
月
）・17
日（
火
）

　
※
２
日
間
の
受
講
が
必
要

　
午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時
50
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
50
分
ま
で
）

場
所　
山
梨
県
自
治
会
館
（
甲
府
市

蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号
）

　
山
梨
県
自
治
会
館　
1
階「
講
堂
」

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
０
円

受
付
期
間　

　
　
　
10
月
19
日
（
月
）
～

　
　
　
10
月
23
日
（
金
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
８
‐
23

　
甲
府
地
区
消
防
本
部

　
　
　
予
防
課　
査
察
企
画
係

　
　
　
　
（
☎
２
２
２
‐
１
２
８
４
）

　

総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
養
成
相
談
週
間
の
事
業
の
一
環

と
し
て
、電
話
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
24
日（
土
）・25
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

内
容　
国
の
仕
事
に
関
す
る
手
続
き

や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
困
り
ご
と
等
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
き
く
み
み
山
梨

　
（
☎
２
５
２
‐
１
１
０
０
）

日
時　
10
月
21
日
（
水
）

　
　
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

そ
の
他

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
に
つ
い
て
は
、
10
月
1
日
か
ら

前
日
20
日
ま
で
の
事
前
予
約
制
に
な

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

町
民
窓
口
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・

自
動
交
付
機
を
除
く
証
明
書
の
発

行
等
の
業
務
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
10
月
18
日
（
日
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

　
（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場　
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始　
10
月
５
日
（
月
）
～

　
（
平
日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

そ
の
他　
○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

番
号
直
通
の
み
受
付

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
12
月
17
日
（
木
）

※
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

利
害
関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
次
の
と
お
り
就
労
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

①
　

日
時　
11
月
４
日
（
水
）

　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

　
場
所　
市
川
三
郷
町
「
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
」

　
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

②
　

日
時　
11
月
12
日
（
木
）

　
　
　
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

　
場
所　
甲
府
市
「
県
立
図
書
館
」

　
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

※
①
②
で
は
、
か
ら
だ
測
定
会
も
実

施
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料
（
55
歳
以
上
の
方
）

講
師　
山
梨
落
語
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
墨
亭 

河
童　
氏

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

整
理
券
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送

付
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
管
内
の
市
町

（
甲
府
市・甲
斐
市・南
ア
ル
プ
ス
市・

中
央
市
・
笛
吹
市
・
昭
和
町
）
で
は
、

合
同
で
外
国
人
向
け
の
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。
※
申
込
不
要

日
時　
10
月
28
日
（
水
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
※
受
付
は
午
後
1
時
～

対
象　
令
和
３
年
３
月
に
大
学
卒
業

予
定
の
留
学
生
及
び
一
般
外
国
人

場
所　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

　
　
　
山
の
都
ア
リ
ー
ナ

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
産
業
部
産
業
総
室

　
雇
用
創
生
課

（
☎
２
３
７
‐
５
７
３
６
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の

申
請
が
お
済
み
で
な
い
公
務
員
の
方
へ

文
芸
コ
ー
ナ
ー

短
歌

帰
郷
す
ら
出
来
な
い
孫
の
遠
い
声

　

季
節
は
ず
れ
の
み
ず
ひ
き
の
花

河
田
よ
し
恵

創
め
て
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
夕
顔
の

　

白
い
花
愛
で
夕
涼
み
か
な

石
原　

明
子

肩
腰
の
痛
み
に
耐
え
て
迎
え
膳

　

作
り
供
え
て
思
い
に
ふ
け
る

輿
石
ミ
ス
子

い
つ
も
な
ら
青
く
浮
き
立
つ
紫
陽
花
も

　

長
び
く
雨
に
頭

こ
う
べ

を
垂
れ
る

松
田　

君
江

朝
曇
り
青
田
道
行
く
犬
と
我

　

先
導
の
如
く
オ
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ

田
中　

祥
子

◎
一
緒
に
「
短
歌
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

短
歌
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

短
歌
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

　8 月は、先月と比較すると
全体の収集量は約 4t 増の 369t
となり、一世帯あたりの収集
量では先月と同じ 41 ㎏となり
ました。引き続き Reduce（リ
デュース＝ごみを出さない）
Reuse（リユース＝ごみを再使
用する）Recycle（リサイクル
＝ごみを再利用する）の再確
認、生ごみの水切りやごみの
分別を徹底し、ごみの減量を
心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 8 月分の医療費は、
約 6,908 万 3 千 円（ 前 年
同月比 10.15% の減）です。
　 「はしご受診」「重複受
診」は医療費の無駄遣いに
なるだけでなく、薬の重複
使用等にも繋がり身体に
よくないのでやめましょう。

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

8月7月6月45月4月3月2月

常永地区押原地区西条地区

44

38

44

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

防災一口メモ　水害を未然に防ぐ④ ～「防災無線放送が聞こえない」を防ぐ～
　避難情報が町から発信されても、大雨になると雨音が激しく、防災行政無線の放送
が聞こえないという声がありました。昭和町では、防災行政無線の放送内容をメールや
ツイッターでもお知らせしています。メール配信は、アドレスの登録が必要になります。
昭和町外の方でも登録できますし、放送に合わせてメールが届くので、出先でも緊急
放送を逃さず知ることができます。ただし、アドレス登録やネット環境がないとできま
せんので、そのような方は、子どもさんなどに登録しておいてもらい、必要な情報を電
話で知らせてもらうという方法もあります。親族に登録しておいてもらうことにより、お
互いの安否確認にもつながります。
　登録の仕方については、「しょうわ安全安心」で検索し、「防災無線情報」の会員登
録画面から、手順に従って登録してください。 女性防災ネット昭和

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
の

受
け
取
り
（
申
請
済
の
方
の
み
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

求
職
者
支
援
訓
練
の
受
講
者
募
集

第
93
回
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会

就
労
セ
ミ
ナ
ー
「
高
齢
者
に
ふ
さ

わ
し
い
働
き
方
・
笑
顔
で
健
康
に
」

外
国
人
向
け
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

開
催

土
日
電
話
行
政
相
談

の
お
知
ら
せ
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　桃からはじまり、ぶどう、柿と
おいしい果物の旬が続いていま
す。果物は糖分が心配ですが、ビ
タミンや食物繊維が多く含まれ、
体調を整える役割があります。寒
い冬を迎える身体の準備に上手に
取り入れられるといいですね♪
　さて、10月は果物だけでなく、
新米の季節でもあります！ご飯を
基本にした献立は、ご飯で足りな
い栄養素をおかずで補うという考
え方から健康的な食事の組み合わ
せになりやすく、おすすめです。
　また、どんなおかずにも合うこ
とから様々な食品を食べることが
できます。昭和町ではヒノヒカリ
というお米がたくさん作られてい
ます。地元で作られたお米を美味
しく健康的にいただきましょう♪食育推進協議会事務局 

いきいき健康課（☎ 275-8785）

ブロッコリーのタルタルチーズ焼き

～ 今月は
「食生活改善推進員会」

からのレシピです～

◆ 作り方
①	ボウルにゆで卵をいれ、フォークで細かくつぶし、
マヨネーズを加えよく混ぜ合わせます。

②	耐熱皿にブロッコリー、鶏ささみ、①、チーズの
順にのせ、電子レンジで３分程加熱する。

　 ☆主菜と副菜が一緒にとれる簡単レシピです

◆ 材料（２人分）
・鶏ささみ（ほぐし）パウチ ……… 1袋
・冷凍ブロッコリー ……………… 140g
・ゆで卵 …………………………… 1個
・マヨネーズ ……………………… 大さじ2.5
・とろけるスライスチーズ ……… 1枚
・こしょう ………………………… 適宜

実りの秋

今回は、“食生活改善推進員会”から

申し込み　企画財政課　企画情報係（☎ 275-8154）

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！
掲載者にはわが家だけ

4 4 4 4 4

の特別表紙をプレゼント。
ご自慢のお子さんのお写真をぜひ広報にお寄せください！

　いつも元気な３人の孫たち。
　これからも仲良しでいてね !
　　　　　　　じぃじ・ばぁばより

平 成2 4年10月1 0日 生（ 7歳・女 の  子 ）
（西条二区）

( 左 ) 柏崎 琴
こ と み

美 ちゃん

平 成2 9年4月2 9日 生（ 3歳・女  の  子 ）
（清水新居）

( 中 ) 今福 茉
ま い

依 ちゃん

平 成2 8年9月1 8日 生（ 4歳・女 の 子 ）
（西条二区）

( 右 ) 柏崎 明
め い か

花 ちゃん

あとがき
　

秋
が
日
増
し
に
深
ま
り
、
日
が
随
分
と
短
く
な
り

ま
し
た
。
気
が
付
け
ば
今
年
も
残
り
あ
と
3
カ
月
。

で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
や
り
残
し
た
こ
と
に
取
り
組

み
、
充
実
し
た
2
0
2
0
年
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
今
月
の
表
紙
は
夕
暮
れ
時
の
稲
穂
で
す
。

黄
金
色
に
染
ま
り
、
風
に
揺
ら
れ
て
波
打
つ
稲
穂
は

な
ん
と
も
幻
想
的
で
す
。
都
市
化
が
進
む
昭
和
町
で

も
、
昔
な
が
ら
の
田
ん
ぼ
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
米
は
9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
が
収

穫
の
ピ
ー
ク
と
言
わ
れ
て
お
り
、
新
米
を
味
わ
え
る

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
目
と
舌
で

秋
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

チャイルドシート
貸与事業

利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）
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